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概要／課題 

本事業は、作家クリヨウジ(久里洋二※2016 年にカタカナ表記に改名）氏のアニメーション、漫画、

美術作品など未整理の資料を中心にジャンルや年代など系統立てて調査し、カタロギングとデジタ

ル化を実施することで、氏の広範な創作活動について包括的に捉え、次世代に資することを目的と

した事業である。 

1950 年代から、漫画、アニメーションの世界で活動を始めたクリ氏の作品は、日本のメディア芸

術の先駆時代の検証に必要不可欠なものである。しかし、それらの貴重な作品及び関連資料は、ア

トリエや倉庫で適切な形で保管されておらず、劣化や損失が危惧される現状にある。また、クリ氏

の長年の創作活動は多岐にわたり分量も多いため、全ての資料の調査・カタロギング・デジタル化

には複数年かかると推定される。 

本事業は複数年での完了を目標としており、作業計画の基、未整理資料の総合的な調査、デジタ

ル化を行い、クリ氏へのヒアリングを通して資料の全容を把握するべく取り組みを進める。 

今年度は、過去にデジタル化されていないフィルム作品を主とし、貴重性、保存性を考慮した上

で、優先順位の高い作品のデジタル化を行った。関連資料の調査については、保管状況の複雑さと、

その分量の多さにより全体把握に困難を極めた。ヒアリングについては、クリ氏の関係者から聞き

取りを行い、クリヨウジ作品の情報収集に努めた。 

 

体制／手法 

 鯖江市（鯖江市まなべの館）と久里実験漫画工房が共同してプロジェクトを行った。 

・資料整理・調査およびデータベース化：久里実験漫画工房 

 クリ氏の指導の下、未整理のフィルムプリント、原画などの関連資料の調査を実施し、カタロギ

ングを行う。今年度は昨年度把握したものから分量を定めた未整理資料の一部を整理してカタロギ

ングを行った。 

・ヒアリング記録・編集：久里実験漫画工房・クリヨウジ関係者 

アニメーション、漫画などメディア芸術作品に対するヒアリングを行う。今年度はクリヨウジの

関係者へ、それぞれが関わった作品の情報の聞き込みを行った。また、散逸していた過 去のイン

タビュー資料の収集に努めた。 

・デジタル化：久里実験漫画工房・株式会社 IMAGICA 

保存すべきメディア作品のジェネレーションを確認し、外部委託によりコンディションの確認な

どの専門的な検査を実施し、デジタル化を行った。 

 指導・監修：クリヨウジ（久里洋二）、栗原由行（クリヨウジ氏子息） 

 事務統括：鯖江市 

 

成果 

(成果物) 

・クリヨウジ（久里洋二） メディア芸術作品目録(2024 年度版) 

・クリヨウジ（久里洋二） 関連資料調査目録(2024年度版) 

・クリヨウジ（久里洋二） メディア芸術デジタル化作品(2024 年度版) 



「ミニミニアニメーション」「スモーキング学校」「えッくそッ死すと」「顔」「椅子」 

「椅子（アウトカット）」「CM 九十九島せんぺい」「CM 緑屋」「CM モナ化粧品」 

「CM 勧業証券」「CM 竹人形浪漫」「山梨美術館」「明日をつくる人」「MANGA（旧）」 

「椅子(35mm ポジ)」「HUMAN CRAZY」「AMIMA-2 水爆」 

・クリヨウジ（久里洋二） ヒアリング記録(2024 年度版) 

ヒアリングは主に関係者が関わったクリヨウジ作品の情報について行った。また今年度も散逸 

していた過去のインタビュー資料の整理を進め、更に多くの情報収集に努めた。 

 

  

(公開方法) 

・クリヨウジ メディア芸術デジタル化作品(2024 年版)の公開 

 第 17 回鯖江市美術展 関連企画「クリヨウジ アニメーション実験をはじめる２０２４」 

 (会期：令和 7 年 3 月 1日～5 日・場所：鯖江市まなべの館) 

 

 

 

 

 

 

 

・HP にて公開 クリヨウジアーカイブサイト(URL http://yojikuriarchive.com) 

 

(文化的・社会的・経済的な意義) 

・日本のメディア芸術における先駆時代の検証 

・次世代に資する貴重な資料へのアクセス性の向上 

・クリ氏の故郷で多くの作品を展示する美術館における展示の充実と優れた作品を鑑賞する機 

会の創出 

クリ氏の創作活動の中でメディア芸術は最も重要視される分野であり、そのアーカイブは日本のメ

ディア芸術における先駆時代の重要な検証につながるものである。それらの作品情報へのアクセス

性を高めることで、次世代への貴重な資料として資することが可能となる。また、クリ氏の故郷で

多くの作品を展示する美術館においては展示の充実を図ることができ、多くの人にクリ氏の優れた

作品を鑑賞する機会の提供が可能となり、教育文化の発展に寄与することができる。 

さらに、成果物の公開によりクリ氏の活動に再び注目を集めることで、事業成果の周知と、出身

地などの地域活性化やメディア芸術産業への経済的寄与を図る。 

 

(残された課題) 

令和 6 年 11 月にクリヨウジ氏が逝去され、現在も多くの未整理データが残っている。作家へのヒ

アリングはもはや叶わないものとなってしまったが、今後は親交の深かった方へのヒアリング・イ

ンタビューも交え、作品および資料のデータ化への足掛かりとしたい。 

 


